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市民と野党の共闘で政治
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総
選
挙
の
結
果
、
自

民
党
が
衆
議
院
の
三
分

の
二
の
議
席
を
占
め
、

国
民
の
暮
し
を
犠
牲
に

し
、
大
軍
拡
と
憲
法
九

条
改
定
を
中
心
と
す
る

「
戦
争
国
家
づ
く
り
」
を

進
め
る
危
険
な
状
況
が

生
ま
れ
て
い
る
。
▼
「
戦
争
国
家
づ

く
り
」
を
喜
ん
で
い
る
の
が
ア
メ
リ

カ
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
あ
る
。
憲
法

九
条
の
改
定
を
許
し
て
国
際
法
を
無

視
す
る
ア
メ
リ
カ
と
一
体
の
戦
争
国

家
に
し
て
良
い
の
か
が
問
わ
れ
て
い

る
。
▼
憲
法
九
条
を
も
つ
日
本
国
憲

法
が
つ
く
ら
れ
た
の
は
、
二
千
万
人

を
こ
え
る
ア
ジ
ア
諸
国
民
と
三
百
一

〇
万
人
以
上
の
日
本
国
民
の
声
明
を

奪
っ
た
侵
略
戦
争
へ
の
深
い
反
省
に

立
脚
し
た
も
の
で
あ
る
。
▼
八
一
年

前
の
一
九
四
五
年
三
月
一
〇
日
の
東

京
大
空
襲
で
は
、
一
〇
万
人
以
上
の

都
民
の
生
命
が
奪
わ
れ
て
い
る
。
一

貫
し
て
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
つ
づ

け
た
海
老
名
香
葉
子
さ
ん
は
東
京
大

空
襲
で
六
人
の
家
族
を
失
っ
て
い
る
。

▼
高
市
政
権
が
狙
っ
て
い
る
危
険
な

動
き
の
一
つ
に
「
ス
パ
イ
防
止
法
」

が
あ
る
。
戦
争
遂
行
の
国
策
に
も
と

づ
い
て
作
ら
れ
た
戦
前
の
国
策
落
語

の
一
つ
に
も
「
ス
パ
イ
狩
」
が
あ
る
。

戦
前
の
二
の
舞
は
ご
め
ん
だ
。
▼
高

市
政
権
に
よ
る
危
険
な
動
き
に
警
笛

を
鳴
ら
す
声
も
広
が
っ
て
い
る
。
東

京
か
ら
国
民
の
自
由
と
生
命
を
奪
う

「
戦
争
国
家
づ
く
り
」
を
許
さ
な
い
多

数
派
を
形
成
す
る
た
た
か
い
を
強
め

よ
う
で
は
な
い
か
。（
か
）

を
活
性
化
し
て
国
際
金
融
都
市
と
し
て

の
存
在
感
を
高
め
な
け
れ
ば
」
な
ら
な
い

こ
と
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
自
治
体

の
空
洞
化
を
促
進
す
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
や
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
組
織
運
営
の
骨
格
と

し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
都
民
の
暮
ら
し
の
困

窮
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
も
、
異
常

な
物
価
高
騰
に
苦
し
む
都
民
に
心
を
寄

せ
る
こ
と
も
な
く
、
東
京
に
お
い
て
と

り
わ
け
顕
在
化
し
て
い
る
格
差
と
言
う

言
葉
も
貧
困
と
い
う
言
葉
も
一
言
も
発

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、「
世
界
の
脱
炭
素
化
を
リ
ー
ド
」

し
て
い
く
と
述
べ
な
が
ら
、
温
暖
化
の

元
凶
と
な
っ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
を
急

増
さ
せ
て
い
る
都
市
開
発
に
メ
ス
を
入

れ
る
こ
と
に
背
を
向
け
、
築
地
市
場
跡

地
を
は
じ
め
、
新
宿
駅
や
品
川
駅
周
辺
、

赤
羽
駅
な
ど
周
辺
区
で
の
鉄
道
沿
線
各

駅
の
再
開
発
、
環
境
破
壊
の
特
定
整
備

路
線
な
ど
の
東
京
の
膨
張
政
策
を
あ
ら

た
め
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
の
で
す
。

　
さ
ら
に
小
池
都
知
事
は
衆
議
院
解
散

総
選
挙
の
も
と
で
の
新
政
権
発
足
直
後
、

開会２月１８日(水)～

閉会３月２７日(金)

都議会第１回定例会

予算特別委員会

  ３月９・１２・１３、２４・２５日

最終本会議

  ３月２７日（金）

小
池
都
知
事
追
随
の
都
民
フ
ァ
・
自
民
・
公
明

と
も
に
、「
高
市
政
権
が
掲
げ
る
責
任
あ

る
積
極
財
政
と
連
携
し
、
時
代
の
変
化

に
対
応
し
た
各
種
施
策
の
展
開
」
す
る
こ

と
を
要
望
。

都
議
会
公
明
党

　「『
世
界
で
一
番
の
都
市
・
東
京
』
の
実

現
に
向
け
、
喫
緊
の
課
題
へ
の
対
応
に

加
え
、『
2
0
5
0
東
京
戦
略
』に
掲
げ
ら

れ
た
施
策
を
積
極
的
に
展
開
す
る
一
方
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
予
算
案
」
に
な
っ
て
い

る
と
絶
賛
。

国
民
民
主
党
東
京
都
議
団

　「
本
予
算
案
に
は
、
我
が
会
派
の
問
題

意
識
と
重
な
る
施
策
が
幅
広
く
反
映
」
さ

れ
て
い
る
と
評
価
。

日
本
共
産
党
都
議
団

　「
予
算
の
基
本
姿
勢
、
都
政
の
軸
足
が

間
違
っ
て
い
る
」「
予
算
案
の
全
体
は
、

『
国
際
競
争
力
の
強
化
』」
が
最
重
要
課
題

と
さ
れ
、
環
境
破
壊
や
家
賃
高
騰
を
招

く
再
開
発
・
大
型
道
路
建
設
な
ど
が
「
き

わ
だ
っ
た
特
徴
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
。
予
算
組
み
替
え
提
案
を
お
こ
な

う
こ
と
を
示
し
て
「
都
の
巨
大
な
財
政
力

を
本
気
で
都
民
の
た
め
に
使
う
予
算
に

し
て
い
く
」
こ
と
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

　
都
議
会
が
都
民
の
負
託
に
応
え
、
本

来
の
立
法
・
議
決
・
監
視
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日

本
共
産
党
都
議
団
と
「
都
政
改
革
と
都
民

福
祉
の
向
上
」
を
求
め
た
立
憲
民
主
党
・

ミ
ラ
イ
会
議
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
・
無
所
属

の
会
、「
都
民
の
暮
ら
し
と
自
然
が
奪
わ

れ
る
再
開
発
と
強
靱
化
の
ま
ち
か
ら
，

脱
炭
素
・
循
環
型
の
ま
ち
」
へ
の
転
換
を

示
し
た
グ
リ
ー
ン
東
京
を
除
き
与
党
３

会
派
と
他
の
会
派
の
談
話
に
は
、
国
と

一
体
と
な
っ
て
す
す
め
る
「
稼
ぐ
都
市
」

＝
東
京
大
改
造
へ
の
批
判
・
問
題
提
起
は

な
く
、
ま
た
、
格
差
と
貧
困
の
解
消
、
温

暖
化
防
止
の
た
め
の
根
本
的
対
策
を
と

り
あ
げ
た
会
派
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
予
算
案
は
一
般
会
計
が
５
年
連
続
過

去
最
高
額
の
９
兆
６
５
３
０
億
円
、
特

別
会
計
を
加
え
た
全
会
計
で
は
ス
イ
ス

の
国
家
予
算
を
上
ま
わ
る
１
８
兆
６
８

４
９
億
円
に
達
し
ま
し
た
。

　
東
京
都
は
こ
の
予
算
案
に
つ
い
て

「『
２
０
５
０
東
京
戦
略
』
の
迅
速
か
つ
確

実
な
実
行
に
向
け
、
大
東
京
の
強
み
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
、
明
る
い
未
来
を
実

現
す
る
予
算
」（
予
算
編
成
方
針
）
と
し

て
い
ま
す
が
、「
２
０
５
０
東
京
戦
略
」
は
、

都
政
の
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
貧

困
と
格
差
の
解
消
、
都
民
生
活
の
防
衛

な
ど
は
ま
っ
た
く
課
題
と
し
て
検
討
も

さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
す
。
し
か
も
、

そ
の
一
方
で
石
原
都
知
事
が
都
政
に
持

ち
こ
ん
だ
超
高
層
ビ
ル
再
開
発
に
よ
る

都
市
再
生
路
線
を
引
き
継
ぎ
、
官
邸
直

轄
の
国
家
戦
略
特
区
な
ど
に
よ
る
東
京

大
改
造
を
い
っ
そ
う
加
速
さ
せ
る
と
と

も
に
、
Ｄ
Ｘ
や
Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
治
体
の

空
洞
化
を
も
た
ら
す
方
向
が
強
く
打
ち

だ
し
た
も
の
で
す
。

　
都
議
会
第
１
回
定
例
会
に
は
、
一
般

会
計
を
は
じ
め
特
別
会
計
、
公
営
企
業

会
計
及
び
２
０
２
５
年
度
最
終
補
正
予

算
な
ど
３
３
件
の
予
算
と
職
員
の
定
数

改
正
条
例
な
ど
の
条
例
案
６
１
件
、
合

わ
せ
て
１
２
５
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、

審
議
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
池
都
知
事
は
、
定
例
会
冒
頭
、
２
０

２
６
年
度
の
都
政
を
ど
の
よ
う
に
運
営

し
て
い
く
の
か
を
都
民
と
都
議
会
に
示

す
施
政
方
針
演
説
を
お
こ
な
い
ま
し
た

が
、
そ
こ
で
は
超
高
層
ビ
ル
開
発
に
よ

る
「
稼
ぐ
都
市
」
＝
東
京
大
改
造
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
る
こ
と
、「
国
際
金
融
の
舞

台
で
世
界
を
リ
ー
ド
」
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
し
て
、「
国
内
外
か
ら
投
資
の

流
れ
を
呼
び
込
む
」た
め
に
、「
金
融
市
場

き
ま
し
ょ
う
。

　
第
１
会
派
の
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会

　「
着
実
に
行
財
政
改
革
を
す
す
め
て
い

る
点
を
大
い
に
評
価
」
都
民
フ
ァ
の
取
組

が
「
多
く
の
分
野
で
反
映
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
極
め
て
高
く
評
価
」
と
絶
賛
。

都
議
会
自
由
民
主
党

　「
今
回
発
表
さ
れ
た
令
和
8
年
度
東
京

都
予
算
案
で
は
我
が
会
派
の
要
望
の
多

く
が
反
映
」
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
と

２月１８日から３７日間の会期で２０２６年都議会第１回定例会が開催されています。中心的な

議題は小池都知事が提出した財界ファースト・都民置き去りの２０２６年度東京都予算案で、

議会各会派がどのようにこの予算案と小池都知事の都政運営について審議・論戦をおこ

ない、どのような態度をとるのかが厳しく問われています。

財界ファースト・都民置き去り予算

　
こ
の
よ
う
な
小
池
都
知
事
が
施
政
方

針
演
説
示
し
た
路
線
と
そ
れ
を
具
体
化

す
る
予
算
案
・
条
例
案
に
つ
い
て
、
立
法
、

議
決
、
監
視
機
関
で
あ
る
都
議
会
が
ど

の
よ
う
な
審
議
・
議
論
を
お
こ
な
い
ど
の

よ
う
な
決
定
を
下
す
の
か
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
都
議
会
各
会
派
が
知
事
提
案
の
予
算

案
に
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
て
い
る

の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
談
話
か
ら
見
て
い

高
市
首
相
を
官
邸
に
訪
ね
、「
官
房
長
官

を
ト
ッ
プ
と
す
る
国
と
都
の
協
議
会
」
を

設
置
す
る
こ
と
を
合
意
、
会
見
後
の
記

者
会
見
で
「
国
と
都
で
連
携
を
強
め
る
こ

と
で
日
本
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
」
と
述

べ
、
危
険
な
高
市
政
権
へ
の
追
従
の
姿

勢
を
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
施
政
方
針

演
説
で
、「
何
を
変
え
、
何
を
守
る
の
か
。

『
強
く
豊
か
に
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
る
国
と
共
に
、
新
た
な
協
議
体
に

お
い
て
、
東
京
ひ
い
て
は
日
本
全
体
の

真
の
成
長
に
向
け
た
議
論
を
進
め
て
」
い

く
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
こ
の
問
題
で
は
、
す
で
に
安
倍
政
権

が
は
じ
め
た
国
家
戦
略
特
区
制
度
が
あ

り
、
東
京
都
庁
内
に
は
東
京
特
区
推
進

協
同
事
務
局
が
置
か
れ
、
す
べ
て
の
事

柄
が
官
邸
主
導
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
・
ゼ
ネ

コ
ン
の
手
で
策
定
さ
れ
、
地
方
自
治
体

に
一
方
的
に
押
し
つ
け
ら
れ
る
制
度
化

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
国
が

直
接
、
地
方
自
治
体
を
支
配
下
に
置
く

「
官
治
主
義
」の
常
態
化
で
あ
り
、
東
京
都

の
国
の
「
出
先
機
関
＝
出
張
所
」
化
を
加

速
さ
せ
る
も
の
で
、
国
言
い
な
り
、「
稼

ぐ
都
市
」
の
い
っ
そ
う
の
拡
大
が
す
す
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
財
界
フ
ァ
ー
ス
ト
・
都
民
置
き
去
り
の

都
政
を
つ
づ
け
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。

開
発
優
先
・
都
民
不
在
の
施
政
方
針
演
説

官
邸
の
出
先
機
関
化

立
法
・
議
決
・
監
視
 ー
 都
民
の
負
託
に
に
応
え
よ

都
民
に
心
を
寄
せ
る
言
葉
な
く

都
議
会
は
本
来
の
役
割
を
果
た
せ

都都都都都都都都都都都民民民民民民民民民民民がががががががががががつつつつつつつつつつつくくくくくくくくくくくるるるるるるるるるるる革革革革革革革革革革新新新新新新新新新新都都都都都都都都都都革新都政政政政政政政政政政政
第１回
都議会
定例会 問われる都議会の態度
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ひ ろ が る 都 民 の た た か い

　
地
域
で
の
取
り
組
み
も
次
々
と
紹
介

さ
れ
、
総
選
挙
直
後
の
町
田
市
長
選
挙

で
の
、「
市
民
の
声
が
届
く
市
政
」を
め
ざ

し
市
民
と
市
民
団
体
が
力
を
あ
わ
せ
奮

闘
し
た
体
験
と
教
訓
の
報
告
や
。
選
挙

中
の
公
開
討
論
会
で
「
国
民
に
血
を
流
し

て
い
た
だ
か
な
い
と
」
と
発
言
し
た
自
民

党
土
田
し
ん
議
員
を
糾
す
「『
血
を
流
し

て
い
た
だ
か
な
い
と
』
発
言
を
問
う
会
・

足
立
」
の
発
足
の
報
告
と
運
動
の
呼
び
か

け
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

第５０９号 2026年3月15日

　
憲
法
が
、
明
治
憲
法
下
の
中
央
集
権
的
・
官
治
的
な
地
方
制
度
の
否
定
の

う
え
に
立
っ
て
、
地
方
自
治
を
保
障
し
、
地
方
団
体
に
、
そ
の
事
務
を
、
住

民
の
民
主
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
も
と
に
、
自
ら
の
責
任
で
自
主
的
に
処
理
す

る
力
を
認
め
た
（
略
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
衆
議
院
憲
法
審
査
会
事
務
局
 ）

　
　
　
　
　
　

　
日
本
の
地
方
行
政
は
戦
前
は
天
皇
制
軍
国
主
義
の
も
と
で
中
央
政
府
の

支
配
下
に
お
か
れ
、
国
に
よ
る
府
県
知
事
の
任
命
な
ど
国
が
地
方
を
直
接
、

統
括
す
る
官
治
制
度
の
下
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
封
建
制
の
遺
制

と
も
い
う
べ
き
シ
ス
テ
ム
は
、
戦
後
、
制
定
さ
れ
た
新
憲
法
の
下
で
否
定
さ

れ
、
憲
法
の
条
文
に
「
地
方
自
治
」
の
章
が
置
か
れ
る
と
と
も
に
、
地
方
自

治
法
が
制
定
さ
れ
、
公
選
で
有
権
者
か
ら
直
接
、
選
ば
れ
る
首
長
と
議
会
が

住
民
を
代
表
し
て
行
政
運
営
を
お
こ
な
う
仕
組
み
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
現
実
に
は
、
新
憲
法
制
定
後
も
機
関
委
任
事
務
の
名
目

で
地
方
自
治
体
が
国
の
下
請
け
の
役
割
を
担
わ
さ
れ
る
こ
と
、
地
方
交
付
税

や
各
種
補
助
金
な
ど
を
通
じ
て
地
方
行
政
に
直
接
関
与
、
規
制
を
お
こ
な
う

こ
と
、
国
の
出
先
機
関
が
全
国
に
置
か
れ
、
地
方
自
治
体
の
頭
越
し
に
国
が

直
接
、
行
政
を
執
行
す
る
こ
と
な
ど
、
国
に
よ
る
実
効
支
配
も
と
い
う
べ
き

事
態
が
な
が
く
つ
づ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
全
国
の
自
治

体
か
ら
改
革
の
要
求
と
運
動
、
国
民
世
論
の
高
揚
の
も
と
で
、
１
９
９
９
年

か
ら
は
じ
ま
る
地
方
分
権
一
括
法
な
ど
地
方
分
権
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
歴
代
自
民
党
政
権
の
も
と
で
と
り
わ
け
安
倍
政
権
の
も
と
で
官

邸
へ
の
権
限
集
中
が
お
こ
な
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
官
治
行
政
の
復
活

が
す
す
め
ら
れ
人
的
、
財
政
的
、
制
度
的
な
仕
組
み
が
形
成
さ
れ
官
治
主
義

が
復
活
、
地
方
自
治
の
形
骸
化
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
人
的
支
配
で
は
、
全
国
の
自
治
体
の
首
長
に
は
国
の
高
級
官
僚
や
自
民
党

国
会
議
員
な
ど
が
配
置
さ
れ
、
石
原
都
政
以
降
の
東
京
都
の
知
事
は
４
人
中

３
人
が
自
民
党
閣
僚
経
験
者
で
占
め
ら
れ
、
小
池
都
知
事
が
こ
と
あ
る
毎
に

官
邸
を
訪
ね
、
安
倍
首
相
や
二
階
幹
事
長
と
密
談
を
重
ね
る
な
ど
蜜
月
の
関

係
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
ま
た
、
国
は
東
京
都
の
国
民
健
康
保
険
の

部
署
に
な
が
く
国
の
役
人
を
配
置
、
建
設
局
の
特
定
整
備
路
線
の
部
門
に
国

交
省
の
担
当
者
を
配
置
さ
せ
、
さ
ら
に
は
再
開
発
で
暴
走
し
て
い
る
板
橋
区

の
副
区
長
に
も
派
遣
す
る
な
ど
地
方
行
政
に
直
接
、
関
与
し
て
き
た
の
で
す
。

財
政
で
も
特
定
整
備
路
線
な
ど
に
社
会
資
本
整
備
交
付
金
な
ど
の
名
目
で

湯
水
の
よ
う
に
税
金
を
つ
ぎ
こ
む
と
と
も
に
、
外
か
く
環
状
道
路
で
は
東
京

都
に
都
が
負
担
す
る
必
要
も
義
務
も
な
い
巨
額
の
直
轄
事
業
負
担
金
を
負

担
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

　
制
度
で
も
、
安
倍
首
相
は
石
原
都
知
事
が
は
じ
め
た
超
高
層
ビ
ル
に
よ
る

「
都
市
再
生
」
や
岩
盤
規
制
に
ド
リ
ル
で
穴
を
あ
け
る
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
国
家
戦
略
特
区
に
つ
い
て
官
邸
内
に
国
の
官
僚
を
ト
ッ
プ
に
据
え
た
組

織
を
立
ち
上
げ
、
官
邸
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
丸
の
内
や
虎
ノ
門
、
明

治
神
宮
外
苑
な
ど
の
巨
大
開
発
を
推
進
し
た
の
で
す
。
こ
れ
は
国
に
よ
る

直
接
支
配
に
他
な
ら
ず
地
方
自
治
を
蹂
躙
す
る
行
為
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
小
池
都
知
事
は
高
市
政
権
発
足
直
後
、
高
市
首
相
を
官
邸
に
訪
ね
、

官
房
長
官
を
ト
ッ
プ
と
す
る
国
と
都
に
よ
る
協
議
会
の
設
置
を
受
け
入
れ

た
の
で
す
。
自
治
体
の
長
と
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。　

　ただでさえ高い国民健康保険料に、新年度から上乗せされよう

としている「子ども・子育て支援金」について、これ以上の負担

増とならないようにしてほしいということについて発言させてい

ただきたいと思います。

　政府は「若者・子育て世代の所得を増やす」「社会全体の構造や

意識を変える」「すべての子ども・子育て世帯を切れ目なく支援す

る」として、子ども子育て支援金という制度を作りました。

　国の制度として「子育て世代をしっかり応援しよう」というなら、

財源はしっかり税金で予算を取ってやるというなら少しは見直すところですが、税金使

うのは惜しいから、ちゃっかり健康保険にのっけてくるというのがひどいところです。

　この件は「独身税」ともいわれますが、こういうところで、しっかり「お約束」の分

断を入れてきています。だいたい、健康保険は医療保険なのに、医療の給付とは関係な

い別の目的のものまで、「みんなが払っているもので集めやすいから乗っけちゃえ」みた

いなやり方は、社会保険の原理に反するとんでもないことです。

　政府は、「実質的な負担増は生じない」と言っていましたが、実際に大変な値上げです。

自治体の担当者の皆さんも、ただでさえ高い国保料なのによくわからない支援金がのっ

かって「なぜ、国保料で徴収するのかわからない」と頭を抱かかています。

　神奈川県では、12月に県をあげて厚生労働省に「子ども・子育て支援金制度の創設に

伴う支援納付金に係る保険料負担が実質負担増とならないよう財政支援措置の実施等を

求める要望書」を提出しています。

　東京都としても「国のやることだから」なんて言わないで、都民の立場に立ってしっ

かり意思表示をしてほしいと思います。そして、実は東京都には都民の皆さんから集め

た国保料が毎年黒字繰り越しされていて、大事に積み立てられているので、そうしたお

金をほんの一部だけ使えば、国が健康保険からの徴収をあきらめるまでの当面の間子ど

も子育て支援金分を飲みこむことができます。

　もともと預かっている国保料なので、それを使って、利用者の負担にならないように

するのは当たり前で、何の問題もありません。ほかにもいろいろ問題はありますが、と

にかく押し迫った子ども子育て支援金に対して東京都として都民の立場に立った対応を

しっかりやってほしいと思います。

東京社会保障推進協議会　事務局長　森千恵子

都民連・都議会開会日行動の発言から

次期都知事選挙にむけ、あらたな情勢のもと

わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
ま
し

た
。
　
事
務
局
の
中
山
伸
氏
が
①
都
議
会
第

１
回
定
例
会
に
つ
い
て
、
②
総
選
挙
の

結
果
と
共
闘
の
推
進
に
つ
い
て
、
③
都

議
会
各
会
派
・
各
野
党
と
の
懇
談
の
と
り

く
み
や
こ
の
間
の
議
会
野
党
会
派
、
各

野
党
と
の
懇
談
に
向
け
た
折
衝
の
経
過

報
告
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
共
闘
に
向

け
た
と
り
く
み
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
永
山
利
和
代
表
呼
び
か
け
人
か
ら
は

ー 呼びかけ人会議が運営委員会開催 ー

　
３
月
５
日
午
後
、
高
市
首
相
に
よ
る

強
権
的
な
解
散
・
総
選
挙
に
よ
る
激
動
す

る
情
勢
の
も
と
、
次
期
都
知
事
選
挙
と

小
池
都
政
転
換
を
め
ざ
す
と
り
く
み
を

テ
ー
マ
に
、
第
7
1
回
呼
び
か
け
人
会

議
運
営
委
員
会
が
東
京
労
働
会
館
会
議

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
は
、
冒
頭
、
2
0
2
6
年
度
東
京

都
予
算
案
に
つ
い
て
学
習
を
お
こ
な
う

と
と
も
に
、
総
選
挙
を
め
ぐ
る
情
勢
と

「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」
を
め
ぐ
る
動
き
、

選
挙
後
直
ち
に
各
地
、
分
野
で
展
開
さ

れ
て
い
る
首
長
選
挙
、
市
民
の
活
動
を

交
流
。
あ
ら
た
な
情
勢
の
も
と
で
「
市
民

と
野
党
の
共
闘
で
都
政
転
換
を
」
め
ざ
す

原
点
に
た
っ
た
活
動
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
お
こ
な
い
、
と
り
く
み
を
さ
ら
に

前
進
さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
 　
は
じ
め
に
事
務
局
か
ら
、
開
会
中

の
都
議
会
第
１
回
定
例
会
に
上
程
さ
れ

た
東
京
都
２
０
２
６
年
度
予
算
案
（
一
般

会
計
：
５
年
連
続
過
去
最

高
額
の
９
兆
６
５
３
０
億

円
）に
つ
い
て
報
告
。
東
京

都
の
予
算
編
成
の
基
本
的

立
場
に
つ
い
て
、「
稼
ぐ
都

市
」＝
東
京
大
改
造
を
聖
域

に
し
た
開
発
優
先
の
予
算

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ

の
一
方
で
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
都
民
施
策
に

つ
い
て
は
マ
イ
ナ
ス
シ
ー

リ
ン
グ（
予
算
の
上
限
限
度

額
）
を
お
し
つ
け
、
価
高
騰

対
策
、
福
祉
・
医
療
、
住
ま

い
、
環
境
な
ど
 切
実
な
ど

の
都
民
要
求
は
冷
た
く
扱

ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ン
攻
撃
を
め
ぐ
っ
て

見
ら
れ
る「
世
界
的
混
乱
」、
第
２
次
大
戦

後
の
体
制
・
秩
序
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い
る

国
際
情
勢
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、
東

京
が
平
和
を
守
る
役
割
が
果
た
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
危
険

な
高
市
政
権
に
対
抗
す
る
た
め
の
真
剣

な
議
論
の
必
要
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
総
選
挙
に
あ
た
っ
て

立
憲
民
主
党
の
候
補
者
が
「
中
道
連
合
」

に
走
っ
た
こ
と
に
よ
る
混
乱
と
戸
惑
い
、

怒
り
の
状
況
が
率
直
に
語
ら
れ
る
と
と

も
に
、
選
挙
を
経
験
し
た
若
い
世
代
の

選
挙
へ
の
取
り
組
み
の
あ
ら
た
な
動
き
、

関
わ
り
方
の
変
化
に
励
ま
さ
れ
て
い
る

と
い
う
発
言
や
歌
う
コ
ー
ル
街
宣
の
と

り
く
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

あ
ら
た
な
若
い
世
代
の
動
き

各
地
で
闘
い
の
旗
が

財
界
フ
ァ
ー
ス
ト
・

　
　
都
民
置
き
去
り
の
予
算

市
民
と
野
党
の
共
闘
の
展
開
に
つ
い
て
学
習
と
意
見
交
換

高 市
ＮＯ！ 戦

争

反
対

都 政 を
考 え る
連載 第７回

- シリーズ -

〈
 
地
方
自
治
体
の
仕
組
み
 
〉

　
　

官
治
主
義
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